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論 文 内 容 の 要 旨
本論文の主目的は，ある種の小平曲面から定まる閉リーマン面の正則族の正則切断の個数を評価す 
ることである. 閉リーマン面の正則族（恥兀 , ）の正則切断とは，リーマン面万から2 次元複素 
多様体M の中への正則写像s で，合成写像7T0Sが B の恒等写像となるものである。
正則族が与えられたとき，その切断の個数を調べることは基本的な問題である. 一般に，任意の点 
みe 万上のファイバーS b =7T-l、b ) の種数が2以上で，M が局所非自明ならば，切断の個数が有 
限個であることが知られている.（いわゆる，M aninとColeman、Grauertによる関数体上のMordell 
予想の解決である) . 今後の課題は，正則切断の個数の評価である.
本論文では,方が !^一ラスから4 点を除いたリーマン面，ファイバ一& = 疋_1(わ）が !^一ラス士 
上の2 点で分岐する2 葉の分岐被覆面となる種数2 の閉リーマン面である正則族(M,tz，B ) を考察 
している. 得られた主結果は次の通りである.
定理先の正則族( M , k，B ) の正則切断の個数を7Vとする。.
1 . て が 7， (-1 + V 3 0 / 2 , ( - l  + V 7 z )/ 2 のどれとも異なれば，# = 2 または4 である•
2. または（一1 + V ^70/2ならば，N = %  4，6 または8 のいずれかである.
3. z = (-1 + 7 *3 0 / 2ならば，N = %  4，6，8，1 0 または1 2 のいずれかである.
こ こ で て は 十 を定める複素数で、次の条件をみたすものである：
(i)Im r  >0, (ii) -1/2 ^  Re r <1/2, (iii) | r |^1, (iv) | r I = 1 ならば，RerSO.
定理の証明のアイデアは，正則切断s :方 —i l f と正則写像13 : M —  士 との合成13 os —  士 
をとり，そのリ一マン面間の正則写像)6 o sの個数を評価することである.
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文の目的は，Rieraがその普遍被覆空間の複素構造を構成した，ある種の小平曲面から定まる閉リ 
一マン面の正則族の正則切断の個数を評価することである. 閉リーマン面の正則族（M，p ，R) の正則切断 
とは，底空間のリーマン面R から2次元複素多様体M の中への正則写像s で，射 影 p との合成写像が 
R の恒等写像となるものである. 関数体上のMordell予想の解決により，正則族のファイバーS の種数が2 
以上で、M が局所非自明ならば，正則切断の個数は有限個であることが知られている.よってその個数を調 
ベる，具体的に個数を評価することは次に考えるべき基本的な問題である.
本論文では，底空間R がトー ラスから4点を除いたリーマン面，ファイバーS がトーラスT 上の2点で 
分岐する2葉の分岐被覆面となる種数2の閉リーマン面からなる正則族（M，p, R) の場合に正則切断の個 
数を考察している. トーラスT のモジュライが3つの例外を除けば，正則切断の個数は2または4であるとい 
うのが本論文の主結果である.
証明の主なアイデアは，R からM への正則切断の個数を直接評価するのではなぐR からM への正 
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